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高国木曽ひのきブランド化10周年を迎えて
～木曽谷の林業・木材産業を考える集い～



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木曽谷の国有林野の面積は、８９,４５２ha を有し、天然林が５５％、人工林が４５％となっています。 

人工林に占めるヒノキ林の割合は 67％で、この内、８０年生以上の高齢級ヒノキは、約 30％ （約 8 千

ha 約 247 万㎥）を占め、中でも明治２０年（１８８７年、１２６年前 ）に植栽されたヒノキ林（大桑村

天ノ洞国有林）が、最も古い人工林ヒノキ林として存在しています。 

今後、7０％を占める７９年生以下の人工林ヒノキが順次生育し、高齢級ヒノキの蓄積が増えることが期待

されることから、継続的な「 高  国 木曽ひのき」の生産・販売に努めて参ります。 

              ※本チラシは１０年前のブランド材発足当時のものを活用しております。 

 

 

木曽谷から産出される８０年生以上の人工林ヒノキは、 

① 厳しい自然条件で生育しているため、年輪が緻密で狂いが少ない。 

② ② 淡黄白色の精楚な色合いを呈し、香気と光沢に富んでいます。 

会場案内図 

お問い合わせ先 中部森林管理局木曽森林管理署（tel 0264－52－2083） 

木曽官材市売協同組合（tel 0264－52－2480） 
駐車場はお問い合わせください 
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